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宮城学院女子大学食品栄養学科

図 1 発症時、完全寛解中、再発時の白血病細胞の 3H チ

ミジン取り込み量の変化

L.I.；ラベリングインデックス

図 2 完全寛解期間 生存期間：急性骨髄性白血病

CR；完全寛解率
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急性白血病の治癒を目指した臨床医・研究者としての40年

A 40-year history of a clinician/researcher aimed at healing acute leukemia

齋藤淑子

Yoshiko SAITO

1975年東北大学医学部卒業当時は、1960年代の医学書

で、急性白血病は死以外に残された道はないと記載されて

いたが、恩師宇塚善郎は、トリチウムチミジンによる増殖

病態の研究から（図 1）、正常造血幹細胞は残存しており、

白血病細胞を撲滅させることで、正常造血は回復し完全寛

解となることを報告した1)2)。治療指針となる、末梢血

液、骨髄血の数値を ``target point'' として提示し、日本初

の集学的研究が、木村禧代二先生を班長としてスタート

し、急性白血病は、完全寛解・退院可能な疾患となり、治

癒を目指して学会、研究会で治療法について熱い論議が交

わされていたが、臨床現場では、再発し、死亡の転帰を大

多数の患者が迎える時代であった（図 2)3)。

1970年に Pike & Robinson による骨髄血の軟寒天培養

法が4)が発表され、第 3 内科血液グループも研究手法とし

て取り入れ、初回寛解導入から、再発、再寛解に至るコロ

ニー形成を、化学療法の前後で検討し（図 3、4）、1978年

のパリで開催された国際血液学会ではシンポジウムに選出

され、学会賞も受賞した。1980年代になり、正常造血幹

細胞は G0 期にあるため、細胞障害を受けるリスクは低

い5)という理論のもとに、白血病細胞を強力に絶滅させる

方向に邁進しはじめた。時代は、支持療法が急速に進歩

し、抗生物質が続々と開発され、輸血の安全性、供給体制

も整いつつあり、血小板減少・出血に対して、成分採血の

機器が登場し、一人の人から大量の血小板採取が可能とな

り、生か死かという紙一重の綱渡りから解放された。

造血動態の解明により、合理的な化学療法の施行が可能

となり、生存期間は延長したが（図 5)6)、特殊な病型は、

短期間の完全寛解後に再発、死への転帰をとることが明ら

かになり、骨髄移植の適応となる症例に対して1987年骨

髄移植を施行した。当時は、数年以内に急性転化となり死

亡する慢性骨髄性白血病に対しても骨髄移植を施行したが、

bcr/abl 融合遺伝子特異的な分子標的薬が創薬され、日本

にも1998年に導入され、移植の適応疾患から除外される

時代の進歩を享受する疾患となった。骨髄移植の準備段階

での知見は、白血球数、好中球数が 0 であっても、歯垢

除去による口腔内衛生の徹底は、全身感染症に対して画期

的な予防法になるということであった（表 1)7)。

成人では、急性リンパ性白血病は予後不良と言われ続け

てきたが、治癒への曙光がさす治療法が確立されたかと期

待した症例が、無治療で完全寛解状態時に、薬剤の蓄積毒

性による心筋症による重篤な心不全を併発した。第 1 内

科小岩博士、工学研究科金井教授との共同研究で、心筋細

胞の変移速度を計測できる方法を開発し、薬剤性心筋障害

を早期に見つけ出せるようになった8)9)が、病気の再発後

には、心筋症の悪化を招来するので、原疾患の治癒的治療

法の開発が熱望される（投稿中）。
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図 3

図 4

Log-rank test p＜0.0001 Wilcoxon test p＜0.0001

図 5 成人急性骨髄性白血病生存期間（東北大学第 3 内

科、仙台血液疾患センター）

表 1

39

2004年、宮城学院に赴任し、日々患者の生死が委ねら

れている立場から、学生の将来に関わるという長期的展望

を担う教育に携わることになった。

以前から診療分野で、知己のあった日本赤十字採血セン

ターから、献血車への協力をお願いされ、保健センター運

営委員会での了解が得られ、以後毎年献血に協力すること

になった。献血協力者の人数はほぼ一定で、そのうちの約

3 割の学生が採血困難で経過してきたが、2015年には、約

半数が献血採血不可能と判定され、若年女子の鉄欠乏性貧

血以外の低血圧、血管問題で採血ができない状態で、憂慮

すべき健康状態が潜在化しているのではないかと危惧され

る。また、2005年には、20代女性に子宮がんのピークが

認められるという全国調査結果が明らかとなり、癌は中高

年者という旧来の概念を覆す衝撃的データから、若年者へ

の予防啓発目的で講演会開催を要請され、日本初の学校で

の講演とアンケートを毎年行い、検診と教育の重要性を訴

える集積データとなった10)。
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